
新人看護師　ホップ・ステップ・ジャンプ（３ヶ月～1年）

３ヶ月 　　　　記録の読み書き 　　　　　指示受け 　　　　　　　検査室 　　　　　　　　　　薬局

看護診断にそった

□経過記録が書ける □指導を受けながらできる □スピッツ、伝票の準備が指導 □処方箋・注射箋の取り扱い

□初期監査が指導のもとで 受けながらできる がわかる

出来る

□アナムネ聴取・看護計画立案 □薬品の受払いがわかる

を助言もらいながらできる

６ヶ月 □指示を受け、先輩ＮＳに 　　　　放射線・検査科 　　　　入院時の取り扱い チームの調整関係

□アセスメント・評価・修正が 確認をとることができる □指示の内容の照射録が □入院時の取り扱いができる □スピッツ、伝票の準備が１人 □指導を受けながら患者の看護

　指導のもとできる 書ける （カルテ・特食箋・ﾍﾞｯﾄﾞネーム・ でできる 問題をあげ自分の意見を言える

部屋ネーム作成）

□サマリーが指導のもと書ける

□各培養が採取できる

□輸血の取り扱いができる

１年 □１人でサマリーが書ける □特殊検査の予約ができる □入院時オリエンテーション

（ＭＲＩ・アンギオ・ＣＴ・エコー 用紙に添った案内ができる

内視鏡）

□中間監査がチームメンバー □１人でできる □入院台帳、食事箋をパソコン

としてできる 入力できる

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　死亡時の対処 　　　物品・機械類 　　　　　　　　救急室

□死亡時の処置の手順がわかる □物品の管理場所・方法と □指導者と共に救急室の

受ける場所がわかる 物品点検をしたことがある □退院時の取り扱いができる □麻薬・向精神薬の取り扱い □患者の問題点を明確にし、

□死亡時の必要な書類がわかる （カート･中材･経理課） （カルテまとめ・パソコンの ができる カンファレンスに参加できる

□配置がわかる 取り扱い・次回外来・予約が

わかる）

□シールの取り扱いができる □先輩ＮＳと共に救急患者 □夜間、薬品の受払い方法が

の対応を経験したことがある わかる
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